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１．研究の目的 

高空では地上の境界

層から受ける影響が少な

いため、豊富で定常的な

風力エネルギーを得る我

が国での空中の風力発電

手法を確立することを目

的としている。 

我が国での空中の風

力発電手法を確立するた

め参加メンバーはこれま

で、高空の風力を用いた

風力発電技術に関して基

礎的な研究を進めてきた。 

本年度においては、上図

（図１）に示すような 3 種類の手法について検討を行った：プラン A（直線翼風車を水平

に設置した連続発電、1kw 級）、プラン B（垂直に設置した連続発電、100w 級）、プラン C

（ポンピング型、MW 級）。その成果の一部は［研究成果１．および２．］において発表した。 
 
２．研究の方法 

本研究では、これらの基礎技術のうち基本的なコンセプトは検討済みであるが、そのほ

かの次の２つの基礎技術：１．風車高度の変化に係わらずエネルギーを伝達することので

きるテザー機構技術、さらに、２．風車プラットフォームの飛行制御技術、について実現

に向けた機構の試作実装・性能検討を開始した。その成果の一部は［研究成果１．］におい

て発表した。さらに、飛行制御については高空での風況が一様でないため、不安定な閉軌

道の安定化と、運用位置からの落下を防ぐ、ロバストな実時間非線形制御が必要となるた
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図１．基礎技術の研究を行っている 3種（プラン A～C）の手法 



めこれについての検討を開始し、その成果の一部は［研究成果３．および４．］において発

表した。。 

 
３．研究成果 

１．藤井 裕矩、「最先端風力発電の研究：空中風力発電＆新しい風車技術」「第９回高空

風力発電研究会全体会議」 ＆「第７回東京工芸大学・風工学共同研究拠点・共同集会」

＆「第２回極地研空中風力発電研究会」前田建設工業株式会社「ICI総合センターICI」ラ

ボ（新技術研究所、茨木県取手市）（2019年８月 20日（火））。 

２．藤井 裕矩、山本広樹、「理論上可能です。」ＴＢＳテレビ、2019年１２月２３日

（月）深夜０：２６放送、hhttｐ://ｗｗｗ.tbｓ.ｃｏm゛/ro ram/riron 20191223/．

３．Hironori A. FUJII, Takumi TOMITA, Tairo KUSAGAYA, and Hiroki YAMAMOTO,” 
Three-Dimensional Flight Trajectories of Tethered UAV for Optimal Energy Generation” , 
Airborne Wind Energy Conference 2019, 15-16 October 2019, University of Strathclyde, U.K. 
４．藤井 裕矩、冨田 匠、草谷大郎、山本広樹，「空中風力発電のためのテザー型 UAV

（Unmanned Aerial Vehicle)の最適軌道の検討」、第 4１回風力エネルギー利用シンポジウ

ム、日本風力エネルギー学会、2019年 12月 4-5日,科学技術館、千代田区、東京, 
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6．要約(Abstract) 
研究課題名： 

空中風力発電におけるテ

ザー技術の性能向上手法の研

究 

研究代表者名 (所属) 

  藤井裕矩（（株）TMIT・研

究開発部・所長） 

高空での豊富で定常的な

風力エネルギーを得る風力発

電技術に関して基礎的な研究

を進めてきたが、本年度にお

いては、右図に示すような 3

種類の手法について検討を行

った：プラン A（直線翼風車

を水平に設置した連続発電、

1kw 級）、プラン B（垂直に設

置した連続発電、100w 級）、プラン C（ポンピング型、MW級）。このため、次の２つの基礎

技術：１．風車高度の変化に係わらずエネルギーを伝達することのできるテザー機構技術、

さらに、２．風車プラットフォームの飛行制御技術、について実現に向けた機構の試作実

装・性能検討を開始した。 

主な成果： 

１．藤井裕矩、他「最先端風力発電の研究：空中風力発電＆新しい風車技術」「第９回高空風力発電研究

会全体会議」 ＆「第７回東京工芸大学・風工学共同研究拠点・共同集会」＆「第２回極地研空中風力発

電研究会」前田建設工業（株）「ICI総合センターICI」ラボ（茨木県取手市）（2019 年８月 20 日（火））。 

２．藤井 裕矩、山本広樹、「理論上可能です。」ＴＢＳテレビ、2019年１２月２３日（月）深夜０：２６

放送、hhttｐ://ｗｗｗ.tbｓ.ｃｏm゛/ro ram/riron 20191223/． 

３．Hironori A. FUJII, Takumi TOMITA, Tairo KUSAGAYA, and Hiroki YAMAMOTO,” Three-Dimensional 

Flight Trajectories of Tethered UAV for Optimal Energy Generation” , Airborne Wind Energy Conference 2019, 

15-16 October 2019, University of Strathclyde, U.K. 


